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19-26 全恐慌の基礎、過程の転倒

「再生産過程の全関連が信用を基礎としているような生産体制のなかでは、急に信用が停

止されて現金払いしか通用しなくなれば、明らかに、恐慌が、つまり支払手段を求めての

殺到が、起こらざるをえない。だから、一見したところでは、全恐慌がただ信用恐慌およ

び貨幣恐慌としてのみ現われるのである。……しかし、これらの手形の多くは現実の売買

を表しているのであって、この売買が社会的な必要をはるかに超えて膨張することが結局

は全恐慌の基礎になっているのである。……とにかく、ここではすべてがゆがんで現れる

のである。なぜならば、この紙の世界ではどこにも実在の価格やその実在の諸契機は現れ

ないのであって、ただ、地金や硬貨や銀行券や手形や有価証券が現れるだけだからである。

ことに、国内の貨幣取引の全部が集中する中心地、たとえばロンドンでは、このような転

倒が現れる。全課程がわけのわからないものになる。生産の中心地ではそれほどでもない

のであるが。」（大月版『資本論』⑤ P627）


